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合
併
に
伴
っ
て
組
織
機
構
は
肥
大
化
し
、

現
在
、
24
課
１
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
職
員
数
３
０
６
人
の
う
ち
、
24
課
に
33
人

の
課
長
、
62
係
に
95
人
の
係
長
が
い
て
、
主
査
は

58
人
、主
任
主
事
は
20
人
、主
事
は
58
人
で
あ
り
、

課
長
・
係
長
が
合
計
１
２
８
人
と
、
ま
さ
に
役
職

が
氾
濫
し
て
い
る
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
制

を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
で
、
命
令
系
統
を
一
本
化

し
、
シ
ン
プ
ル
で
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
旧
町
の
枠
を
取
り

崩
し
、
因
習
や
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
ず
職
員
の

真
の
和
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
、
課
の
統
廃
合
と

共
に
名
称
も
含
め
て
、
機
構
組
織
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
大
き
く
足
を
踏
み
出
す
と
き
で
す
。

　

現
在
の
本
庁
と
支
所
の
状
況
は
、
旧
３
町
の
職

員
が
合
併
後
の
困
難
を
共
に
克
服
し
よ
う
と
す

る
関
係
よ
り
、
む
し
ろ
、
勤
務
内
容
の
違
い
や
仕

事
量
の
格
差
、
連
絡
の
不
徹
底
な
ど
が
重
な
り

不
協
和
音
を
奏
で
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
の
業
務
は
、
窓
口
で
住
民
の
申
請
を
待
つ
こ

と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
が
抱
え
る
課

題
を
申
請
主
義
で
対
応
す
る
時
代
は
過
ぎ
ま
し

た
。
申
請
事
項
の
み
が
自
治
体
の
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
き
た
申
請
主
義
か
ら
、
申
請
さ
れ

る
前
に
「
現
場
」
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
目
を

向
け
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
に
「
出
前
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
全

国
の
自
治
体
に
地
方
分
権
と
地
方
自
治
の
あ
り

方
を
考
え
る
機
会
を
与
え
た
の
だ
と
言
え
ま
す
。

全
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
、
福
智
町
の
「
平
成
の

大
改
革
」
と
い
え
る
機
構
改
革
の
実
現
に
力
を

注
ぐ
こ
と
が
、
い
ま
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

変革の時代に対応できる人材と組織の育成第Ⅱ章／第３節

組織のスリム・効率化
と個々の強化育成。

受け身ではなく自発的な積極行政

組織は人です。人を活かすのも組織です。自治体に地方分権と地方
自治のあり方が問い直されるいま、変革の時代に対応できる体制が必
要です。福智町では、さらに時代を一歩リードする行政を希望します。

1 

組
織
改
革
の
再
編
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
係

の
廃
止
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
制
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
て
実
施
を
目
指
す

❶ 

係
制
度
・
係
長
の
廃
止
▼
係
制
度
は
業
務
が

固
定
化
さ
れ
る
。
組
織
も
細
分
化
さ
れ
、
部
下

の
い
な
い
係
長
職
も
生
ま
れ
て
い
る
。
係
を
超
え

て
の
事
務
協
力
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

❷ 

グ
ル
ー
プ
制
度
の
導
入
▼
縦
割
り
制
度
の
弊

害
を
解
消
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
と
創
意
工

夫
が
生
か
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
る
。
グ
ル
ー
プ
に

は
グ
ル
ー
プ
長
を
置
き
、
グ
ル
ー
プ
の
統
括
を
す

る
（
19
年
度
を
検
討
期
間
と
す
る
）。

2 

推
進
体
制
を
強
化
す
る

❶ 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
行
財

政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
と
し
て
全
職
員
が
一

致
協
力
の
も
と
に
推
進
す
る
。

❷ 

毎
朝
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
は
も
と
よ
り
、
定
例

的
な
課
内
会
議
を
定
着
さ
せ
、
各
課
よ
り
、
課

長
会
等
へ
積
極
的
な
提
案
を
し
て
い
く
。

❸ 

一
課
一
提
案
運
動
（
課
内
会
議
で
目
標
を
決

め
て
取
り
組
む
）

❹ 

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況
を
広
報
紙
で
公
表

し
、
町
民
か
ら
の
提
案
も
募
り
、
改
革
へ
の
認
識

を
高
め
合
う
。

❺ 
庁
内
広
報
紙
（
職
場
新
聞
）
の
発
行
。

　
「
今
、だ
れ
が
（
ど
こ
が
）
何
を
、い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
、
行
財
政
改
革
を
や
っ
て
い
る
か
」

と
い
う
具
体
的
な
動
き
を
広
報
し
、
研
修
も
行

い
、職
員
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
行
革
を
進
め
る
。

3 

支
所
を
廃
止
し
、
本
庁
一
つ
に
ま
と
め
る
方

向
で
検
討
す
る

❶ 

特
別
委
員
会
で
期
間
を
決
め
て
検
討
す
る
。

4 

暫
定
的
措
置
と
し
て
の
支
所
の
あ
り
方
を
早

　

 

急
に
検
討
す
る

❶ 

業
務
を
最
低
限
必
要
な
も
の
に
整
理
す
る
。

❷ 

旧
赤
池
町
・
旧
方
城
町
庁
舎
の
活
用
と
関
わ
っ

て
所
在
を
検
討
す
る
。

⑴
庁
舎
の
一
部
を
借
用
す
る
。

⑵
公
共
施
設
を
一
時
借
用
す
る
。（
空
き
施
設
が

あ
れ
ば
利
用
す
る
）

⑶
支
所
の
職
員
数
を
業
務
可
能
な
最
低
人
員
に

削
減
す
る
。

5 

「
出
張
役
場
」
制
度
の
開
始

　

本
庁
に
足
を
運
び
に
く
い
遠
隔
地
や
、
高
齢

者
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し
て
自
治

体
職
員
の
自
宅
を
「
出
張
役
場
」
と
し
、
事
務

の
取
次
ぎ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

❶ 

住
民
票
・
戸
籍
抄
本
の
申
し
込
み
や
各
種
使

用
申
込
書
・
税
金
や
公
共
料
金
の
納
付
な
ど
簡

単
な
事
務
の
対
応
を
す
る
。

❷ 

担
当
す
る
職
員
全
員
に
出
納
員
辞
令
を
交
付

し
、
領
収
印
を
預
け
る
。

6 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入

　
「
町
民
の
た
め
に
役
場
の
窓
口
は
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
立
ち
、
働
く
人
達
の
こ
と
を
考
慮

し
て
、町
民
の
利
用
し
や
す
い
時
間
設
定
に
す
る
。

❶ 

平
日
は
、
朝
１
時
間
早
く
出
勤
し
、
夕
方
は
、

１
時
間
30
分
延
長
す
る
。

❷ 

休
日
は
、
平
日
通
り
の
時
間
帯
と
す
る
。

⑴
職
員
は
２
人
〜
５
人
（
実
施
し
て
検
討
）

⑵
業
務
は
、
住
民
票
・
戸
籍
の
謄
抄
本
・
印
鑑

証
明
の
交
付
・
税
金
、
手
数
料
の
納
付
・
各
種

届
出
書
の
受
理
な
ど
。

⑶
窓
口
業
務
に
従
事
し
た
職
員
は
▼
朝
１
時
間

早
く
勤
務
し
た
職
員
は
１
時
間
早
く
退
庁
▼
夕

方
遅
く
勤
務
し
た
職
員
は
朝
10
時
に
出
勤
▼
休

日
に
出
勤
し
た
職
員
は
振
り
か
え
代
休
を
と
る
。

※ 

超
勤
手
当
て
の
支
給
は
し
な
い
。

7 

庁
内
人
事
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

　

職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
納
得
で
き

る
民
主
的
な
人
事
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
。

❶ 

庁
内
人
事
委
員
会
は
、
町
長
を
中
心
に
、
各

年
代
代
表
・
男
女
代
表
・
課
長
代
表
な
ど
、
全

体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
10
人
程
度
で
構
成
。

❷ 

庁
内
人
事
方
針
案
を
作
成
し
、
提
案
す
る
。

❸ 

庁
内
人
事
の
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
評
価
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
よ
い
方
策

を
生
み
出
す
努
力
を
す
る
。

　

合
併
に
伴
い
、
事
務
事
業
量
に
応
じ
た
職
員

の
適
正
配
置
に
い
ま
だ
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

1 

職
員
数
の
早
期
適
正
化
を
図
る

❶ 

類
似
団
体
を
下
回
る
人
員
体
制
を
目
指
す
。

❷ 

事
務
事
業
の
整
理
・
合
理
化
を
図
る
。
道
路

や
施
設
等
の
維
持
管
理
に
も
職
員
を
充
て
る
。

（
他
へ
お
金
を
払
っ
て
い
る
こ
と
を
職
員
が
行
う
）

2 

職
員
の
新
規
採
用
は
財
政
健
全
化
計
画
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
最
小
限
に
と
ど
め
る

❶ 

職
員
採
用
は
庁
内
人
事
委
員
会
が
担
当
し
、

採
用
試
験
に
よ
る
公
正
・
公
平
な
人
選
を
行
う
。

1 

人
事
評
価
制
度
を
検
討
し
、
実
施
を
目
指
す

❶ 

年
功
序
列
を
払
拭
し
、
能
力
主
義
、
成
績
主

義
を
導
入
す
る
。（
指
導
力
・
責
任
制
等
）

❷ 

人
事
評
価
に
は
、
自
己
評
価
性
・
総
合
評
価

性
を
採
り
入
れ
、自
分
で
考
え
、自
分
で
判
断
し
、

自
発
性
を
身
に
付
け
た
職
員
を
目
指
す
。

⑴
第
一
に
、職
員
自
身
が
評
定
す
る
。（
自
己
評
価
）

⑵
第
二
に
、
課
長
が
行
う
。

⑶
第
三
に
、
町
長
・
助
役
・
庁
内
人
事
委
員
長

で
総
合
的
評
価
を
す
る
。

⑷
評
定
形
式
は
評
価
シ
ー
ト
を
中
心
に
統
一
化
。

❸ 

職
員
が
自
分
の
持
ち
場
で
の
実
践
・
反
省
・

課
題
・
方
策
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
提
出
す
る
。

2 

昇
任
試
験
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る

3 

女
性
管
理
職
登
用
を
推
進
す
る

1 

庁
内
研
修
の
充
実
強
化
を
図
る

❶ 

自
己
研
修  

❷ 

課
内
研
修  

❸ 

グ
ル
ー
プ
研
修

2 

各
種
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

3 

他
の
市
町
村
を
視
察
す
る
。

1 

国
の
制
度
に
準
拠
し
た
、
適
正
な
給
与
制
度

を
運
用
す
る
。

2 

諸
手
当
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。 

3 

旧
町
間
の
職
員
給
与
の
格
差
是
正
を
す
る
。

 

1 

職
員
提
案
制
の
導
入
。

2 

提
案
が
採
用
・
実
施
さ
れ
た
者
を
顕
彰
す
る
。

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

全
国
的
に
議
員
提
案
に
よ
る
定
数
削
減
が
検
討

さ
れ
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
の
行
財

政
運
営
を
考
え
る
と
き
、
本
町
に
お
い
て
も
４
月

の
改
選
（
定
数
20
人
）
後
、
早
急
な
条
例
定
数

の
見
直
し
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

01
機
構

改
革

特集「福智町行財政改革大綱答申」

02
定
員
適
正
化

の
推
進

03
人
事
評
価
制
度

の
導
入

04
職
員
研
修
制
度

の
充
実

05
職
員
給
与
の

適
正
化

06
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す

提
案
制
度
の
導
入

07
議
員
定
数
の

適
正
化


